銅生産拠点後背地の土地利用形態: ヨルダン南部ショウバック北地域における前期青銅器文化の変遷 by 山藤 正敏
I.　はじめに
　南レヴァント１) では、特にその北半部を中心として、
前 3100/3000 年頃及び前 2300 年頃に社会・文化的に
大きな変化が起こったことが各種物質文化により示
唆されている [Mazar 1990; Ben-Tor 1992; Gophna 1992; 













確認された [ 山藤 2013a/b; Fujii, Yamafuji, Odaka et al. 











握する。また、周辺のアラバ渓谷 (Arabah Valley) 北部














限必要とされる 300 mm 程度の年間平均降雨量が得ら
れるのは、ステップ気候区 (BSh) の北ネゲヴと地中海
性気候区 (Csa) 及びステップ気候区 (BSk) の死海地構
帯東縁上 ( ヨルダン高原西縁 ) に限られる [Goldreich 
2003; UNESCO-Cairo Office 1996]( 図 2) ２)。 イ ェ ル サ
レムが所在する海抜標高約 1000 m に達する中央山地
(Central Mountain) から南に緩やかに下った先に位置す
る北ネゲヴ (Northern Negev) では、年間平均 170 mm
の降雨が得られる [Finkelstein 1995: 69]。ただし、乾




る [Danin 1995: 33]。また、死海地溝帯東縁では、冬
期に発生する地中海の寒冷前線が南北に連なる周囲に
比べて標高が高い丘陵地 ( 海抜標高 1000 ～ 1400 m 程
度 ) に降雨をもたらす [cf. Goldreich 2003]。この一部
を形成するショウバック北地域においても年間平均降












　一方、上記以南 ( 以東 ) の大半の地域では年間平均
降雨量は 100 mm に満たず、それも南に行くにつれて
徐々に減少する３)。植生も低木類や草本類主体のより
脆弱なものとなる。北ネゲヴの南方に広がるネゲヴ沙












1000 ～ 600 m 程度 ) が標高の低い周囲に比して若干







候区 (BWk) に属し、その年間平均降雨量は北部で 50 
mm、紅海沿いの南部では 30 mm を示す [Bruins 2006: 
30]。当該地域の大部分はサヴァンナ植生を呈し、ア
カシアと半低木類が生育している。イスラエルのハ









が属する中期完新世 ( 前 5500 ～前 2000 年 ) には、初
期完新世から続く乾燥化の後、当該期の終わりまで湿
潤な気候が続いたとされている [Rosen 2007: 80]。イ
スラエルのソレク洞穴 (Soreq cave) の鍾乳石に含ま
れる酸素・炭素同位体比の分析からは、前 3100 ～前
3000 年頃に急激な乾燥化が生じ、前 2900 ～前 2600
年頃にはかなり湿潤な状態に回帰したことが示された
[Bar-Matthews and Ayalon 2004]。その後、徐々に乾燥
化が進んだが、途中で短い湿潤期 ( 前 2500 ～前 2200
年頃 ) を挟み、前 2200 ～前 2000 年頃には最終的に現
在以上に乾燥した気候となった。
　北ネゲヴの陸生貝殻に含まれる炭素同位体比の分析
は、較正年代で前 5400 ～前 1200 年の間に、C4 植物
ほどには高温乾燥に強くない C3 植物が現在の生育南
限を約 20 ～ 30 km も越えて南方に広がっていたこと
を明らかにした [Goodfriend 1999]。この結果は、現在
年間平均降雨量が約 150 mm の地域において、当時は
290 mm 以上の降雨があったことを意味している。
　湖面変動の研究も、上記の気候変動を支持する結
果を示している。死海の水位は前 3400 ～前 1500 年
にかけて上昇しており (-390 ～ -370 m)[Migowski et al. 
2006]、また、より北方のガリラヤ湖の水位は前 3200
年頃に最高位に達していたことが判明している[Hazan 
et al. 2005]。 な お、 死 海 に お い て は、 前 3300 ～ 前







　死海南岸から南南東へ約 47 km、ペトラ (Petra) から
































































12 km、南北約 12 km) は、カルスト作用により大きく
陥没した丘陵地帯である ( 図 3)。北にはやや急峻な丘





的として 2010 年から 2013 年にかけて 5 次に亘る分布
調査が全行程徒歩により地形に追従する方法で実施さ
れ、結果として総計 182 地点が考古遺跡として記録・
登録された [ 山藤 2013a/b; Fujii, Yamafuji, Odaka et al. 









はいない ( 表 1)。最も多く認められたのはローマ・ビ
ザンツ時代 (133 地点 ) であり、これには及ばないが
鉄器時代 II 期の痕跡 (83 地点 ) も次いで多く認められ





( 群 )(Structural remain) が 67 地点と最も多く、遺物散
布 地 (Artifact scatter) が こ れ に 次 ぐ (52 地 点 )( 図 5)。
これに対して、遺構がある程度密集するか、採集遺物
が量・レパートリー共に顕著である事から認定された
居住地 (Settlement) は僅か 10 地点にとどまり、当該地
域の定住的利用が時代を通じて希薄であったことが
示唆される。墳墓と考えられる積石塚 (Tumulus) も 21






　EB 期の痕跡が確認された計 43 地点は、細分時期が




3 つの Phase に区分し、各 Phase における遺跡分布と





























































































1400,000 B.C.E. - 180,000 B.C.E.
180,000 B.C.E. - 45000 B.C.E.
45000 B.C.E. - 22000 B.C.E.
22000 B.C.E. - 9600 B.C.E.
9600 B.C.E. - 8700 B.C.E.
8700 B.C.E. - 7000 B.C.E.
7000 B.C.E. - 5000 B.C.E.
5000 B.C.E. - 3600 B.C.E.
3700/3600 B.C.E. - 3100 B.C.E.
3100 B.C.E. - 2700 B.C.E.
2700 B.C.E. - 2300 B.C.E.
2300 B.C.E. - 2000 B.C.E.
2000 B.C.E. - 1550 B.C.E.
1550 B.C.E. - 1200 B.C.E.
1200 B.C.E. - 1000 B.C.E.
1000 B.C.E. - 539 B.C.E.
539 B.C.E. - 332 B.C.E.
332 B.C.E. - 63 B.C.E.
63 B.C.E. - 106 C.E.
63 B.C.E. - 324 C.E.
324 C.E. - 640 C.E.
640 C.E. - 1099 C.E.
1099 C.E. - 1517 C.E.







まかな傾向が看取される ( 図 6)。以下、各時期の傾向
を見ていこう。
(1)Phase 1(EB I 期 )
　計 15 地点において EB I 期の痕跡が認められた。遺
跡種別を見ると、遺物散布地が 6 地点と最多で、各種
遺構 ( 群 ) 及び居住地がこれに続く。しかしながら、
当該期の遺物が採集遺物全体に占める割合が高いのは
僅か 3 地点 (Sites 04011, 04012, 04074) に限られ、いず
れも遺物散布地に分類される。上記の諸遺跡は、調査
地域の中央部～東部及び南西部斜面に分布する傾向が
認められる ( 図 7a)。なお、先述の主要 3 地点は中央
部のワディ沿い及び西部の斜面上に位置している。
　最も多くの遺物が採集された中央部の Site 04011 及
び 04012 は、調査地域北部を東から西に貫流するナヘ
エル川 (Wadi Nakheel) と南から北に流れるブスタン川
(Wadi Bustan) の合流地点の西岸に位置する。ナヘエル
川は通年流水を有しており、1.5 km 程下流に進むと左




　東部のフジャジェ断崖 (Fjaje escarpment) 下の緩斜面
上に散在する諸遺跡では、上記 3 地点に比べ遺物数が
はるかに少ないものの、同時代と考えられる単独の円
形遺構群を伴う事例 (Sites 01024, 01044) が認められて
いる。Site 01024 では直径 20 m 及び 8 m の 2 基の円






pen) と考えられることから [Haiman 1996: 5; Baker et 
al. 2007: 257-260]、上記の諸遺構についても同様の用
途が想定できるだろう。
(2)Phase 2(EB II-III 期 )
　当該期に属すると判断された計 8 地点のうち 2 地点
(Sites 07004, 06052) からは EB II 期に分類されうる遺





い ( 図 7b)。
(3)Phase 3(EB III-IV 期 )
　計 14 地点において EB III-IV 期の痕跡が認められ、
このうち 6 地点において採集された遺物が、当該期全
採集遺物の大半を占めている。これら 6 地点のうち 3
地点が居住地、3 地点が遺物散布地である。全体を見
ると、最も多いのは遺物散布地 (6 地点 ) であり、居
住地と各種遺構 ( 群 ) が同数でこれに次ぐ ( 各 4 地点 )。
前 2 時期とはやや異なり、主要な 6 地点を含む計 9 地
点が調査地域南西部に集中しており、残り 5 地点は北
半部に分散する傾向が顕著に認められた ( 図 7c)。
　南西部の遺跡集中の中でも、シャウケレア川 (Wadi 
Shauqerea) とブスタン川の合流部周辺、現在のムカラ





が Site 07012 である。同地点は低い丘陵頂部北半を占
















































イエ村の住民の生活を支えており、EB 期当時も Site 
06052 での居住は生活水確保に際して有利であったこ
とが推測される。







(1)Phase 1(EB I 期 )
　Phase 1 では、Site 04011 及び 04012 において圧倒的
な数量の資料 ( 合計 150 点超 ) が採集されており、こ
の 2 地点から見て東西の斜面上には僅かな資料を伴う
諸遺跡が散在していた。この状況に従い、以下では中
央の Site 04011 及び 04012、東部斜面、そして西部斜
面を区別して、採集資料の詳細な検討を行う。
Sites 04011&04012




a: Phase 1 (EB I) b: Phase 2 (EB II-III)
c: Phase 3 (EB III-IV) d: EB 期（詳細時期不明）




でも無頸壺 (Holemouth jar) がほとんど含まれないとい
う特徴がある。胎土については、大きめ ( 粒径 2 ～ 5 




　両地点では、鉢形土器は小型鉢 ( 図 8: 1-2) のみから
成る。図 8: 1 は、EB I 期初期 (EB IA 期 ) の直線器壁
鉢 (V-shaped Bowl) に類するものと思われ、同様の型
式はアカバ近傍の EB I 期初期の居住址テル・フジャ
イラート・エル＝グズラーン (Tell Hujayrat el-Ghuzlan)
からも出土している [Kerner 2009: Fig. 9: 7]。唯一採集








純口縁を伴い ( 図 8: 4)、端部に肥厚や僅かな外屈曲が
見られる場合もある ( 図 8: 3, 5)。また、内外面にはや
や粗い水平・斜行ナデが連続的に施されており、胎土
には粒径 1 ～ 3 mm 程度の灰色・黒色粒を少量～やや
多量含んでいる。中には外面にスリップ／ウォッシュ
が塗布されたものも見られる ( 図 8: 3：灰色ウォッ
シュ )。上記に比べて精製の有頸壺 ( 図 8: 6) も僅かな
がら認められ、内外面に橙色スリップが塗布された上
から外面に垂直・斜行磨研が施されている。







出土している[Kerner 2009: Fig. 26: 15]。また、その胎土・




( 図 8: 8) と胴部より水平に突き出て一切装飾を伴わな
いもの ( 図 8: 9) があり、前者は西方アラバ渓谷東縁
のワディ・フェイナン 100(Wadi Faynan 100) より類例
の出土が認められる [Wright et al. 1998: Fig. 6: 7]。環
状把手は、胴部に垂直に接合されたもの ( 図 8: 10) と




(Tell Umm Hamad esh-Sherqi) より同時期の類例が確認
される [Leonard 1992: Pl. 27: 10] が、後者については
類似した資料が近隣では見出せなかった。
　壺形土器底部片の多くは、貯蔵壺のものと思われる
( 図 8: 12, 14)。これらの資料はやや粗く、胎土には粒
径 5 mm に達する大型の灰色・黒色粒が多量に混和さ
れている。内外面は基本的に水平ナデが連続的に施さ
れている。この他、外面に橙色スリップが施された資










る。これらは専ら Site 01044 及び 01045 において採集
され、概して不均質な器面を伴い、素地は橙色を呈し
ている。その質感は先述の Site 04011 で採集された資
料 ( 図 8: 2, 7) と類似しており、両者が同じ文化・編
年上に位置づけられることを暗示している。













[Braun 1997: Fig. 9. 5: 5; Kerner 2009: Fig. 18: 2]。鉢形
土器の中でも特徴的なのは、口縁下外面に水平方向の
耳状把手を伴う型式である ( 図 8: 17, 18)。この種の型
式は東部斜面において 2 点のみ採集された。いずれも
造りが粗く、内外面にやや不規則なナデが施されるか
( 図 8: 17)、赤褐色スリップが塗布された上から不規
則な磨研及びナデが施されている ( 図 8: 18)。把手中
央には乾燥・焼成前に穴が穿たれたようだ。ワディ・
フェイナン 100 及びワディ・ブルマ南 (Wadi Burma 
South) ケルン墓群からは、これらに類似した資料が
出土している [Wright et al. 1998: Figs. 6: 3, 10: 6; Fujii 






エッ＝ダラー (Bab edh-Dhra’) 第 V 層 (EB IA 期 ) 出土
資料に類例を見出せるだろう [Rast and Schaub 2003: 
Pl. 2: 16]。底部片は全て EB I 期前半に位置づけられ
る比較的粗い資料であり、底面に同心円状の縄目圧痕
が残る資料が採集された ( 図 8: 20)。これと同様の資
料は、後述の西部斜面でも確認されている ( 図 8: 23, 
24)。周辺地域では、ワディ・フェイナン 100[Wright 
et al. 1998: Fig. 6: 2]、テル・ワディ・フェイナン [Najjar 
et al. 1990: Fig. 11: 21]、ワディ・ブルマ南ケルン墓群







































Site 01039 Site 01039











ラーン [Kerner 2009: Figs. 1: 2, 6, 4: 12, 6: 1, 4, 6, 7: 5] や
更にはテル・アラド第 V 層 ( 後期銅石器時代 )[Amiran 
et al. 1978: Pl. 94] にまで分布の広がりを追うことがで
きる。
西部斜面




あった。小型壺口縁部片 ( 図 8: 21) は、やや彎曲した
断面形を呈し、外面及び口縁部内面に赤色スリップが
塗布されている。胎土には粒径 0.5 ～ 2 mm の灰色・
黒色粒のやや多量の混和が認められた。貯蔵壺底部
片 ( 図 8: 22) は Site 04012 で採集された資料と類似し、
粒径 1 ～ 5 mm の灰色・黒色粒が多量に混和する粗い
素地から作られている。底面にかけて外側にやや張り
出す断面形を呈し、類例はテル・フジャイラート・エ
ル＝グズラーン出土土器中に認められる [Kerner 2009: 
Fig. 6: 8]。
　なお、近隣の Site 04070 及び Phase 3 の居住地であ
る Site 06052 からは、東部斜面で見つかったものと同
様、底面に縄目状圧痕を有する底部片が数点採集され
ている ( 図 8: 23, 24)。
　以上から、Phase 1 の諸地点から採集された土器
資料には、EB I 期初期 (EB IA 期：前 3700/3600 ～前
3300 年 ) あるいは後期銅石器時代～ EB I 期最初期に
位置づけられるものが多く含まれることが明らかと
なった。
(2)Phase 2(EB II-III 期 )
　遺跡分布で示したように、当該期の証拠は少なく、
一定数量の遺物が採集された中核的な遺跡も認められ





器に限られる。小型鉢 ( 図 9: 1-4) は、北ネゲヴのテル・
アラド (Tel Arad) 第 III-I 層 (EB II 期 ) において多量
に出土したランプと類似している [Amiran et al. 1978: 






辺地域で唯一確認された皿 (Platter)( 図 9: 5) は、南レ
ヴァント北部を中心として EB II 期から EB III 期にか
けて頻繁に認められる極めて特徴的な型式である。本
資料は、北部の標準的な EB III 期出土資料に特徴的
な外面胴部の溝及びそれより上部の顕著な胴部外反が
見られないことから、EB II 期に位置づけられうる [cf. 
Amiran et al. 1978: Pls. 13: 39, 40, 23: 2, 7]。内側に張り
出した断面三角形の口縁部を伴う中型鉢 ( 図 9: 6) に
は、内面に水平方向の磨研が施され、胎土も比較的良
質である。この種の型式は、バブ・エッ＝ダラー第
III 層 (EB II 期 ) やイェリコ (Jericho: テル・エッ＝スル
タン Tell es-Sultan) の出土資料中に認められるが (Rast 
and Schaub 2003: Pls. 25: 28, 35: 15; Kenyon and Holland 
1982: Fig. 56: 1)、前者第 II 層 (EB III 期 ) からも継続し
て出土することから [Rast and Schaub 2003: Pls. 84: 38, 
39, 107: 18]、EB III 期に位置づけられる可能性もある。
(3)Phase 3a(EB III 期 )
　Phase 3 は、採集土器群の型式的連続性と遺跡分布



























ムラ・イフダン (Khirbet Hamra Ifdan) やバブ・エッ＝
ダラーに類例を求められることから、同地点の編年的
位置づけを比較的容易にしている ( 図 10: 1-7)。小型









ら構成される。中型皿 ( 図 10: 3) は EB II 期以来の型
式であるが、屈曲する口縁部と胴部の境界が曖昧にな
る。胎土には少量の混和材（粒径 0.5 ～ 3mm）が含まれ、
良質である。現況では口唇部を除いて剝がれ落ちてい
るが、器面の保存状態が良好な同型式の他採集資料や
バブ・エッ＝ダラー出土の類例 [Rast and Schaub 2003: 
Pl. 87: 16] に鑑みて、元来は全面が赤色スリップに覆
われ、磨研 ( 水平方向か ) が施されていたものと思わ
れる。内彎する口縁部を伴う鉢 ( 図 10: 4) もまた赤色
スリップ ( 両面 ) と連続的な水平磨研 ( 外面 ) が施さ
れている。計 2 点が採集された大型皿 ( 図 10: 5) は同
地点で最も特徴的な採集資料と言える。EB II 期や EB 
III 期前半の皿に比べて口縁部の突出が弱まり、内面
の段状屈曲部を残して平坦な口縁部が形成されるよう








認められる [Rast and Schaub 2003: Pls. 88: 29, 99: 10]。
また、大型鉢として、EB II 期から見られる短い内屈
曲口縁を伴う型式 ( 図 10: 6) が確認される。多量の混
和材が含まれるため素地は粗く、内面には粗い水平ナ
デが連続的に施されている。1 点のみが採集された深







られる。これらは主に頸部が高いもの ( 図 10: 8, 9) と
低いもの ( 図 10: 10, 11) に分類される。前者はやや外
反あるいは外屈曲する口縁部を有しており、外面から
口縁内面にかけて赤色スリップが塗布される場合があ
る ( 図 10: 8)。また、多量の灰色・黒色粒 ( 粒径 0.5 ～
2 mm) が胎土に混和されているため、やや粗い質感を






るカキ目とやや不規則な磨研が施された資料 ( 図 10: 
13) や連続的な斜行ナデが施された資料 ( 図 10: 14) が
見られる。口縁部が僅かに内彎する型式では、いずれ
も水平あるいは斜行ナデが内外面に施されており、口












10: 18)。こうした水差し類は EB II 期から EB III 期
にかけて継続的に多く認められる [Amiran et al. 1978: 




はやや粗く、多量の灰色・黒色粒 ( 粒径 0.5 ～ 2 mm)
が混和される。バブ・エッ＝ダラー第 II 層 (EB III
期 ) からも同様の資料の存在が認められた [Rast and 
Schaub 2003: Pl. 91: 17]。
　波状把手は 1 点のみ採集されている ( 図 10: 20)。正
確な器種は不明であるが、内面に水平磨研が連続的に
施されていることに鑑みて、深鉢の一部であったと推








































る口縁部を有する鉢 ( 図 10: 21) は、外面に水平ナデ
が施され、外面にはススの付着が見られる。やや肥厚
する単純口縁を有する鉢 ( 図 10: 22) は、内外面に水
平磨研が施されており、口縁部外面にススの付着が認
められた。いずれもヒルベト・ハムラ・イフダン第 4
文化層 (Phase 4 = EB III 期後半 ) より類例が出土して







( 図 10: 23)。中・小型有頸壺には、内外面に回転ナデ
が施されたもの ( 図 10: 24) と外面のみに水平・斜行
ナデが施されたもの ( 図 10: 25) が含まれ、前者は 1
点のみが認められた。なお、中・小型有頸壺の類例は
ヒルベト・ハムラ・イフダン第 4・5a 文化層 (Phases 
4&5a = EB III 期後半 ) に求めることができる [Adams 
2000: Figs. 21. 2: 10, 21. 3: 3, 4]。
　無頸壺は、口縁部の形態で幾つかに分類可能であ
る。口縁部がやや立ち上がるもの ( 図 10: 26, 27) は、
内面に水平ナデが施される点で共通している。しか
し、口唇が面取りされた資料 ( 図 10: 27) は精製土器
であり、外面には赤褐色スリップと磨研が施されて
いる。単純口縁を有するものは ( 図 10: 28)、不均質な
器面にやや不規則な斜行・水平ナデが施される。上
記資料よりも大型の無頸壺 ( 図 10: 29) は口縁部が肥
厚し、独特な断面形を呈している。内面には水平ナ
デ、外面には斜行ナデが施され、胎土には大きめの白
色片 (0.5 ～ 4 mm 長 ) が多量に混ざる。器壁の傾きが
異なるものの、ヒルベト・ハムラ・イフダン第 5b 文
化層 (Phase 5b = EB III 期後半 ) 出土資料が類例として
挙げられるだろう [Adams 2000: Fig. 21. 9: 3]。無頸壺




ルダン中部の EB IV 期の居住址ヒルベト・イスカン
ダル (Khirbet Iskandar) から出土している [Richard et al. 
2010: Appendix A: Pls. 12: 23, 19: 8]。
　最後に、棚状把手が数点採集された。縁辺部に間隔
を置いて軽い押捺が施されるもの ( 図 10: 31) と波状









は Site 06052 と好対照を成しており、また、部分的に
Site 07012 と類似する。
　鉢形土器は、小型鉢と中・大型鉢から構成される。




形鉢 ( 図 11: 2) は口縁部内面が面取りされている。内
面にやや不規則な水平磨研、外面には赤褐色スリップ
と水平ナデが施される。これら資料の類例は、ヒルベ
ト・ハムラ・イフダン第 4・5b 文化層 (Phases 4&5b = 
EB III 期後半 ) やバブ・エッ＝ダラー第 II 層 (EB III 期 )
において認められる [Adams 2000: Figs. 21. 2: 12, 21. 6: 




る型式 ( 図 11: 4) では、内面に赤色ウォッシュが塗布
され、内外面共に水平ナデが施されている。後者はヒ
ルベト・ハムラ・イフダン第 5b 文化層 (Phase 5b = EB 
III 期後半 ) 出土資料中にも認められる [Adams 2000: 
Fig. 21. 6: 4]。
　大型鉢には、単純口縁 ( 図 11: 5) 及び内屈曲・内彎
口縁 ( 図 11: 6-8) が認められる。前者は 1 点のみが採
集されており、内外面に赤色スリップの痕跡が見られ、
内面には磨研が施されていたようである。同様の型式
はヒルベト・ハムラ・イフダン第 5b 文化層 (Phase 5b 
= EB III 期後半 ) からも認められる [Adams 2000: Figs. 
21. 7: 1-3]。また、後者については、内屈曲口縁を伴
う型式 ( 図 11: 6) は内外面に回転ナデが、また、内彎




















は、ヒルベト・ハムラ・イフダン第 5a 文化層 (Phase 
5a = EB III 期後半 ) 出土資料に類例を求めることがで
きる [Adams 2000: Fig. 21. 6: 4]。
　水差しと思われる口径の狭い有頸壺が数点採集され
ている ( 図 11: 15-17)。外反口縁 ( 図 11: 15, 16) とやや
外傾する単純口縁 ( 図 11: 17) が認められ、いずれも
内外面に水平・斜行ナデが連続的に施される。なお、
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4&5a = EB III 期後半 ) にこれらの類例が認められる
[Adams 2000: Figs. 21. 2: 10, 11, 21. 3: 1]。
　無頸壺は、胴部の傾斜が急な型式 ( 図 11: 18-20) と
緩やかな型式 ( 図 11: 21, 22) が区別される。前者は比
較的小型なものが多く、概して、内外面には水平ナデ
が連続的に施されるのみであるが、外面に赤色スリッ
プが塗布されていることもある ( 図 11: 18)。また、口
縁下外面に連続押捺文を伴う隆帯が添付された資料も
採集された ( 図 11: 20)。この種の装飾を伴う無頸壺は、
近隣のヒルベト・ハムラ・イフダン第 5b 文化層 (Phase 
5b = EB III 期後半 ) のみならずバブ・エッ＝ダラー
第 IIB 層 (EB III 期 ) からも出土が認められる [Adams 
2000: Fig. 21. 7: 5; Rast and Schaub 2003: Pl. 102: 32]。
　装飾を有する有頸壺の頸部～肩部片も数点採集され
ている。頸部と肩部の境界部分に斜めの刻文を伴っ
た隆帯が添付されるか ( 図 11: 23)、斜めの刻文のみ
が連続的に施されている ( 図 11: 24)。刻文に限らず、
これに類似する事例は周辺諸遺跡で確認されている
[Adams 2000: Figs. 21. 4: 3, 6]。なお、アラバ渓谷や中
央ネゲヴ高地のエン・ツィク (’En Ziq)(EB IV 期 ) から
も類例が認められることから [MacDonald 1992: Pl. 16: 








( 図 11: 26-28)。これらのほとんどは貯蔵壺のものと思










で EB IV 期とされてきた一部の資料の編年的位置づ
けに関して、近年見直す見解が存在するため [Adams 




　採集土器群の一部に EB IV 期に特徴的と考えられ
るものが含まれていた。
　鉢形土器では、口縁外面に波状把手を伴う型式が認
められた ( 図 12: 1)。この資料のように波状把手がま
さに口縁に接続する事例は周辺では見られないが５)、
口縁直下の外面に波状把手を伴う型式は、バブ・エッ
＝ダラー第 IB・IC 層 (EB IV 期 ) やヒルベト・イスカ
ンダルから認められる [Rast and Schaub 2003: Pls. 110: 
25, 122: 24; Richard et al. 2010: Appendix A: Pl. 14: 8]。
より大型の資料は、外面に肥厚して逆三角形の口縁を
呈する型式 ( 図 12: 2) と三角口縁を有し口縁下に水平
隆帯が添付される型式 ( 図 12: 3) が採集された。前者
は、やや粗い素地の内外面に水平ナデが施されてお
り、バブ・エッ＝ダラー第 IA 層 (EB IV 期 ) から類例





られるだろう [Richard et al. 2010: Appendix A: Pl. 6: 4; 
Prag 1974: Fig. 4: 14]。
　有頸壺は単純口縁を呈している ( 図 12: 4, 5)。器面
調整については、外面に赤褐色スリップが塗布される
ものが見られた ( 図 12: 4) が、内外面に水平ナデのみ
が施されるのが通例である。
　無頸壺は、口縁上部が平坦なもの ( 図 12: 6) と口唇




[Richard et al. 2010: Appendix A: Pls. 11: 16, 14: 18]。
　おそらく EB IV 期に分類されうる波状把手片が 1





エッ＝ダラー第 IC 層 (EB IV 期 ) やヒルベト・イスカ
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ンダルでも認められる [Rast and Schaub 2003: Pl. 122: 





状把手を有する型式が含まれる ( 図 12: 9)。Site 06052
よりも大型の同資料には、内面への赤褐色スリップの
塗布と水平ナデが認められる。なお、スリップが塗布
されていない同型式は、調査地域南部の Site 05004 か
らも採集された。
　内面に張り出した棚状口縁を有する鉢 ( 図 12: 10)
は、器壁が厚く、全体として造りが粗い。内外面には
水平ナデが施され、口縁部にはススが付着している。
類例はバブ・エッ＝ダラー第 I 層 (EB IV 期 ) におい




第 I 層 (EB IV 期 ) 出土資料に対応するものと思われ
る [Rast and Schaub 2003: Pls. 122: 38, 39, 131: 66]。
Sites 07001&07004
　当該期の鉢と考えられる資料は、1 点のみであった





































を有する型式を含んでいる ( 図 12: 14)。素地は全体的
にやや粗く、内外面に水平ナデが施されていた。この
種の型式は、近傍のヒルベト・ハムラ・イフダン第 6
文化層 (Phase 6 = EB IV 期 ) はもちろん、中央ネゲヴ
高地 ( エン・ツィクやハル・イェルハム Har Yeruham)
やヒルベト・イスカンダル等広い範囲から頻繁に認め
られる [Adams 2000: Fig. 21. 5: 7; Cohen 1999: Figs. 151: 
3, 7, 9, 11; Richard et al. 2010: Appendix A: Pls. 15: 25, 20: 
3]。
　無頸壺は最多数の資料を含み、口縁部が棚状に内傾
するもの ( 図 12: 15) と口縁部が肥厚して上面に凹み
あるいは浅い溝を有するもの ( 図 12: 16-18) に区分さ




[Richard et al. 2010: Appendix A: Pl. 11: 16; Cohen 1999: 
Fig. 153: 6]。後者の型式は、口縁下に注口を有するも





ボケル Nahal Boqer) からのみ確認される [Cohen 1999: 
Figs. 153: 1, 7, 9, 17; Goren 1996: Fig. 15: 12]。
　波状把手 ( 棚状把手 ) も 3 点採集された ( 図 12: 19-













るハサ川 (Wadi el-Hasa) からペトラ南方のラス・エン
＝ナカブ (Ras en-Naqab) に至るヨルダン高原西縁上の






　1970 ～ 1980 年代前半に実施されたハサ川南岸に
おける考古学踏査では、計 58 遺跡で EB 期の痕跡が
確認された [MacDonald 1988]。時期別推移を見ると、
EB I 期が 38 遺跡と最も多く、EB I-III 期及び EB IV
期では各 2 遺跡にまで激減する ( 図 13a)。遺跡種別を
見ると、最多であった EB I 期では短期逗留地をも含
む居住址が 13 遺跡、また、各種遺構が 10 遺跡となっ
ている。墓地あるいは単体・少数の埋葬遺構 ( 群 ) は
7 遺跡が EB I 期に位置づけられており、中には規模
の大きな遺跡(4.8 ha = Umm Qreqarah)も含まれている。
　 ハ サ 川 か ら 少 し 南 の タ フ ィ ラ － ブ セ イ ラ 地 域
(Tafila-Busayra) では、EB 期の痕跡は 20 遺跡で認めら
れたが、銅石器時代－ EB 期 (Chal/EB 期 ) が 12 遺跡
と最多であった [MacDonald et al. 2004]。これに対し




示唆される (MacDonald et al. 2004: 417)。
　ショウバック北地域の南隣、シャマーフ (Shammakh)
からアイル (Ayl) にかけての地域では、2010 年以来考
古学踏査が行われている [MacDonald et al. 2010, 2011]。






られている [MacDonald et al. 2012]( 図 13b)。当該地域








西縁における EB 期 ( 特に EB II-IV 期 ) の土地利用の
希薄さが明らかとなった。特にハサ川流域より南方の













調査が実施され、EB 期は計 62 遺跡において認められ
た [MacDonald 1992]。この調査の結果、銅石器時代か
ら EB I 期及び EB IV 期の遺跡が多く認められた一方、
EB II-III 期の遺跡がかなり少ないことが判明した ( 図
13c)。
　銅石器時代から EB I 期には、同地域で最多である
計 28 遺跡 (Chal/EB 期＝ 25 遺跡、EB I 期＝ 4 遺跡、1
遺跡では両時期が重複 ) が確認された。当該期には、
遺物散布地を除くと、墓地 ( 埋葬遺構も含む ) が計 9
遺跡と最多であり、短期逗留地を含む居住址 (6 遺跡 )
がこれに次ぐ。墓地の中にはサフィ (Safi) 及びフェ
イファ (Feifa) が含まれ、その規模の大きさ ( 後者は
50 ha) と複数時期に亘る利用により際立っている。他
方、当該期の居住址は最大でも 1 ha 程度の規模であ
り (SGNAS Site No. 117)、顕著な遺跡は存在しない。
　EB IV 期は、計 21 遺跡でその痕跡が確認されている。
当該期においても墓地が多数認められ (12 遺跡 )、居
住址 (3 遺跡 ) 及び各種遺構 (2 遺跡 ) を圧倒している。
墓地については、先述のフェイファが特に顕著であ
るが、これ以外に少なくとも 3 遺跡 (SGNAS Site Nos. 
14, 119, 120) が一定規模の墓地を伴っており、SGNAS 
Site No. 120 ではシスト ( 石郭 ) を伴った EB IV 期の墓
が多数認められた [MacDonald 1992: 261-262]。居住址
は概して不明瞭であるが、SGNAS Site No. 141 では計
50 もの遺構が確認されており、EB II 期から EB IV 期
に亘る遺物が採集された。
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EB IVEB II-IIIEB I
d. Wadi Fidan
図 13　周辺地域における EB 期遺跡分布状況
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ダン川 (Wadi Fidan) 下流域において実施された重点的
な調査の結果を見ておきたい。フィダン川下流域では
計 32 遺跡で EB 期の痕跡が認められ、EB I 期から EB 
IV 期にかけて遺跡数が大きく減少する傾向が見られ
る [Levy et al. 2001]( 図 13d)。EB I 期 (22 遺跡 ) には、
居住址 ( 短期逗留地 ) が最も多く、墓地・祭儀遺構が
これに次ぐ。中でも顕著なのは居住址のワディ・フィ
ダン 4(Wadi Fidan 4) であり、周辺遺跡に比べて大きく
(8700 m2)、鉱石採掘具を含む遺物が出土した (Adams 
and Genz 1995)。EB II-III 期 (9 遺跡 ) には、居住址が
多い (5 遺跡 ) が、積石塚から成る墓地 (Tumuli field: 
Wadi Fidan 22) も確認された。EB IV 期の痕跡は、発
掘調査が実施された居住址・銅生産工房址ヒルベト・




きた [Lindner et al. 1990, 2001]。ペトラの北方の丘陵
地帯では少なくとも 5 遺跡が確認され、このうちウ
ンム・サイサバーン (Umm Saysaban) では小規模な発
掘調査が実施された [Lindner et al. 2001]。発掘された
2 棟の小型矩形遺構内からは完形に復原可能な貯蔵壺
を含む EB 期の遺物が多数出土している。テル・アラ
ド第 II 層出土土器との型式学的類似から EB II 期にお
ける利用が想定されたが、放射性炭素年代 (2570-2455 
cal BC) は EB III 期の年代を示しており、調査者によ
り辺境での型式進化の遅れが暗示されている [Lindner 




る [Lindner et al. 2001: 302-304]。この他、周辺でも数
遺跡が確認された。
　ペトラ南東約 20 km に位置する居住址エッ＝サーデ
(Es-Sadeh) では、遺構の試掘調査により EB I-II 期の土









渓谷北部においても EB I 期の卓越が見受けられた点
では、ヨルダン高原西縁と類似した傾向を示している












































れる [Baker et al. 2007: 261-262; Adams and Genz 1995: 
14; Rothenberg 1993: 1478-1479]。事実、テル・エル＝
マガス (Tell el-Magass) においてティムナ地域産や一
部フェイナン地域産と考えられる銅鉱石・銅製品が確
認され [Hauptman et al. 2009]、テル・フジャイラート・
エル＝グズラーンにおいて鋳型等の銅生産関連遺物の























の利用である。当該地域で確認された EB I 期前半の




















































期を圧倒するようになる [Levy et al. 2002]。
　大きな変化は、質的な側面にも現れている。ショウ


























































る [Goren 1996: 53-54]。これに加えて、ショウバック
北地域では、中央ネゲヴ高地で見られる口縁部外面に
溝を有する無頸壺 ( 図 12: 16-18)(“duckbill” rim: Goren 
1996: 55) が採集された。中央ネゲヴ高地からの同型
式資料の胎土には主にネゲヴ沙漠南部で露頭する頁岩
が含まれており、ビカアト・ウヴダ (Biq’at ‘Uvda) 周
辺からの土器アセンブリッジ中でかなりの比率を占め



















































































2) ケッペン気候区分に依る [Goldreich 2003]。
3) イスラエル最南端のエイラート (Eilat) の年間平均降雨
量は僅か 30 mm である [Goldreich 2003: 60; Bruins 2006: 
31]。
4) EB IV 期では、この種の型式の口縁部は内側に段を伴
うものの、口唇が内面に向かって顕著に傾斜するため、
若干異なる断面形を示すようになる [cf. Richard et al. 
2010: Appendix A]。
5) ただし、かなり遠方ではあるが、イスラエル北部、下
ガリラヤに所在する EB IV 期の居住址ホルヴァト・キ
シュロン (Horvat Qishron) では、これと同様の型式が出
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